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校 長  小川 誠 

教育や子育てについて言う場合の例えに、『魚を与えるのではなく、魚の釣り方を教

えよ』という老子の格言があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もちろん、時には魚を与えることも大事なのは言うまでもありません。しかし、私

たち大人は、子どもたちに一生魚を与え続けることはできません。将来は自分の力

で生きていかなければならない子どもたちのために、魚を釣る方法を身に付けられ

るよう援助することが大切なのだと思います。 

 

人材開発コンサルタントの菅原裕子さんは、著書『子どもの心のコーチング』（ＰＨ

Ｐ文庫）の中で、この話を取り上げています。 

その中で菅原さんは、ずっと魚を釣り続けてあげていたら、飢えた人は自分の力で飢

えたという問題を解決すること 

なく支援者に頼り切り、人とし 

ての大切な学びを得ずに生きて 

いくことになると述べています。 

この『魚を与えるヘルプ』《子ど 

もを無力な存在へと育ててしまう 

ヘルプ》の具体的な姿として、菅 

原さんは右の５つを例として挙げ 

ています。 

 

これを授業に置き換えて考えると、「一匹の魚」とは「断片的な知識」、「魚の釣

り方」とは、「新しい知識や情報を獲得するための方法」です。授業の充実が求め

られています。子どもたちが社会の激しい変化に対応できるように、授業で「学び

方」「調べ方」「考え方」「伝え方」をしっかりと身に付けさせていきたいと考え

ています。 
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第２回家庭学習強調週間「我が家の取組アンケート」報告 
研究推進部 

９月 15 日～21 日まで行われた第２回家庭学習強調週間にご協力いただきまして、大変ありがと

うございました。「我が家の取組アンケート」は 50 件以上ご回答いただきました。一部になります

が、各ご家庭の取組の紹介と、ご質問に対する回答をさせていただきます。 

 

●家庭学習の取組の工夫（場所、時間、習い事との関係、声かけの仕方など）について 

場所  

リビングなど、お家の方の目の届くところでやらせるという意見が多くありました。 

高学年になると自主性を大切にして自分で場所や時間、内容を設定させて取り組ませ 

ているご家庭もあるようです。 

声かけ  

お家の方から「宿題やりなさい。」と命令するではなく、「そろそろやったらどう。」などと提案し

たり、「一緒に勉強しよう」と声をかけたりすると学習に取り組めたというご意見もいただきました。

「〇〇しなきゃダメ」という否定よりも、「〇〇できたね」、「がんばったね」などと子どものがんば

りを認め、褒めてあげることでやる気アップにつながります。 

時間  

平日は帰宅後すぐ、休日は朝食後の午前中に終わらせるように声をかけるご家庭が多いようです。

やるべきことを早めに終わらせて、家族の時間を大切にしているとのご意見をいただきました。ま

たスポーツ少年団や習い事などがある日は宿題を終わらせてから行くよう約束しているようです。 

 

● メディアなどの約束・ペナルティーについて 

場所・時間の約束  

「タブレットやゲームはお家の方がいる場所でする」、「使うことがで 

きるのは遅くても夜８時まで」というご家庭が多いようです。月に１回 

ゲームなしデーを設けて家族の時間を大切にするというご家庭もありま 

した。 

ゲーム機の設定   

ゲームは１日１時間と決めているが、実際は守れないことが多く悩んでいるというご意見があり

ました。Nintendo Switch では設定時間になったら自動的に切ったり、保護者のスマホに通知を出

したりする「見守り設定」があります。Play Station 等でも時間設定をすることができますので、

ご検討ください。 

ペナルティー  

翌日ゲーム禁止、時間を減らすといったご家庭が多いようです。お手伝いや勉強時間を増やすこ

とはあまりおすすめしません。お手伝いや勉強時間が罰になり、余計にやりたくなくなってしまい

やすいためです。お家の方から何も言われなくても約束を守ることができたら褒めるなど、正しい

使い方をすればよいことがあると感じさせる方法もぜひお試しください。 

 

●うまくいかなかったこと 

リビング学習について  

リビングでは兄弟姉妹に邪魔をされる、集中力が続かない、というご意見をいただきました。か 



といって、自分の部屋などでさせると何をしているか分からずチェックも行き届かないので困って

いるというご意見もあり、難しい問題かと思います。自分の部屋で、一人でも学習できる習慣を身

に付けていくことも大切です。最初は短い時間からでも取り組ませ、頑張れたことをチェックして

あげてみてはどうでしょうか。 

 

● 学校へのご質問 

宿題の出し方や自主学習の内容などについて  

学校全体で宿題・自主学習の方針を決め、発達段階に応じて担任が具体的な内容を設定していま

す。小学校段階で身に付けた家庭学習習慣が、中学校での家庭学習習慣に影響を与えることから、

基礎学力の定着はもちろん、小学校のうちにしっかりとした家庭学習習慣を身に付けさせたいと考

えています。まずは、宿題などの与えられた課題を確実に行うこと、そして、一人一人が自分のめ

あてをはっきりと意識して、それに応じた自主学習を行うことを目指しています。 

自主学習の内容については、各学年の実態に応じて、具体的な例を示しながら取り組ませるよう

にしています。内容や時間等について、自主学習として十分でない場合は、個別に指導をしていま

す。家庭学習について、ご相談がある場合は、各学級担任にご連絡ください。 

 

宿題の答えの配布について 

宿題は授業で学んだ内容を、再度家庭で学び直し、理解や定着を確実にすることが目的です。 

そのため、正しい答えをただ書けばよいのではなく、解き方を正しく理解したり、授業の時よりも

短時間で解いたり、正しい言葉や漢字を覚えたり、丁寧に書いたりすることが大切です。また、宿

題をやりっぱなしにせず、終わったら自分で答え合わせをして振り返り、正しい解き方をしっかり

と理解することが重要です。 

答えが手元にあったとしても、それをただ写したのでは力を伸ばすことはできません。子どもた

ちには、再度、宿題の目的をしっかり伝え、取り組ませたいと思います。 

 

家庭学習時間「学年×１０分」について 

「学年×１０分」という時間は、全国の小学校で目指している目安の時間です。村上東中学校区

３校でも目標としています。 

お子さんによっては、習い事等で「学年×１０分」の達成が難しい日もあります。その場合には、

できなかった時間を、休日等の他の日に移して学習するなどの工夫が必要です。子どもたちには、

自分の生活時間に合わせた家庭学習の進め方について、改めて指導してまいります。 

 

タブレットの家庭での使い方について 

タブレット端末は、教科書やノート等の学習用具と同様に使いこなせるようになることが求めら

れています。そのため、全国の学校で家庭学習での活用が進められています。 

しかし、望ましくない活用の仕方も見られるため、その際には、教育委員会と協議しながら機能

の制限をかけ、子どもたちにも指導をしてきました。 

今後も、家庭での使い方について実態を把握するとともに、タブレットは娯楽目的ではなく、学

習用具として活用していることを再度指導し、子どもたちが正しく判断して使えるようにしていき

たいと思います。 

ご家庭でもお子さんの使い方をご確認いただき、心配な使い方等が見られる場合には、いつでも担

任にご相談ください。 

 

 

 

 



１０～1１月の予定  
日にち 行事・予定 日にち 行事・予定 

10/16(日) PTA 環境整備委員ガラス拭き作業 11/１(火)  

10/17(月) ２年生校外学習(いこいの森) 11/２(水) マラソン大会 ５年生学年行事 

６年生中学校説明会・制服採寸 

10/18(火)  11/３(木) 文化の日 

10/19(水) クラブ最終 11/４(金) マラソン大会予備日  

10/20(木)  11/５(土)  

10/21(金) 文化祭前日準備 11/６(日)  

10/22(土) PTA、まち協文化祭準備 11/７(月)  

10/23(日) 文化祭  11/８(火)  

10/24(月) 文化祭振替休業日 11/９(水) 全校朝会 委員会 

10/25(火)  11/10(木) ５年生校外学習（新潟方面 工場見学） 

10/26(水) 委員会 11/11(金)  

10/27(木) スクールカウンセラー来校(１日) 11/12(土)  

10/28(金)  11/13(日)  

10/29(土)  11/14(月)  

10/30(日)  11/15(火)  

10/31(月) 読書旬間（～11/11） 

おめでとう！がんばったね 山辺里っ子！ 
 

９月 28 日に行われた「村上市陸上記録会」に 14 人の６年生が出場しました。力強 

い走りと跳躍で、見事入賞した６年生をお知らせします。 

男子      100ｍ  ２位  佐藤 絆樹     １４秒２ 

男子     1500ｍ  ４位  伊與部 暖生  ５分５８秒７ 

男子 走り幅跳び  １位  佐藤 絆樹   ４ｍ０９ｃｍ 

男子 400ｍリレー    ４位    中村 寛太 中村 理人 伊與部 暖生 佐藤 絆樹 

                        ５９秒７ 

  女子 走り幅跳び  ４位  阿部 心暖   ３ｍ２５ｃｍ 
   
 残念ながら入賞を逃した子どもも、練習の成果を発揮し、自己ベストを出しました。 
 

 

  毎年、「十五夜月見の会」という俳句のコンクールが行われています。郡市内の 

６年生が作品を出品しています。今年、そのコンクールで中山 嘉桜さんがすばらし

い賞を受賞しました。 

 特選  中山 嘉桜 「窓を開け 稲の匂いに 夏終わり」 

 

山辺里っ子のがんばりが、いろいろなところで実を結んでいます。嬉しいことです。 

 


